
時間表現で用いられる指示詞に関する認知言語学的考察 

―「コ系指示詞＋空間表現」と「今＋空間表現」の対比を中心に― 
 

0. 問題提起 
本研究では，「空間表現と共起するコ系指示の時間表現」の特徴について，「今と共起す

る空間表現」との対比からの考察を行う。そして，「今」と「絶対指示のコ系時間表現」と

の差異を明らかにすることを目的とする。従来，コ系指示詞の時間表現は，「今」との関連

性が深いことが指摘されてきた。「コ系指示詞の時間表現」としては使用可能な語が，「今」

とは共起不可能であるという例が存在する。 
 

(1) a.｛この先／*今の先｝，どうなることか。  
b.｛この先／*今の先｝，一生会うこともないかもしれない。 

 
 (1)において，「今の先」を使用することはできない。では，「今の先」が使用できず，「こ

の先」が使用できるのは何故なのであろうか。また，先のみならず，以下のような多くの

空間語彙が「今」とは共起することができない。 
 

 
今のところ このところ 
？今の前 この前 
？今の後（今後は可） この後（あと） 
？今の先 この先 
？今のあたり このあたり 
？今のあいだ このあいだ 
今のうち（に） ？このうち（に） 

 
 
 
  
 
 
 

 
こうした現象に対して，本論文では「視点」と「方向性」の観点から分析をおこなう。そ

してコ系時間表現は国広(1997)のいう「眺望視点」を持ち，一方向性を持つ表現であるため

に「前」や「後」，「先」などと共起可能であるのに対して，「今」には「前」や「後」を認

識する際の基準となる「方向性」が存在しないそうした空間語彙と共起しにくいという結

論を導く。 
 
1. 先行研究 
コ系指示詞と現在の関連性を指摘する研究は従来から存在する。 
堀口(1978)では「絶対指示」という概念が提唱されている。絶対指示とは，「場所・時間
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に関するもので，常に特定の対象を絶対的に指示する用法」であり，「時間に関する用法は，

近称だけ」である。 
また，金(2004)では，堀口の「絶対指示」を発展させた「指示詞の象徴的用法」という概

念が提示されている。「指示詞の語根を選ぶ余地が残されていない，常に特定の時間と場所，

程度を指示する用法」であり，「発話の状況 / 直示の中心に関する情報があれば，指示対象

が一意的に決まる」ものが指示詞の象徴的用法であると定義されている。そしてそれはソ

系やア系による代替が不可能であるという指摘がなされている。 
このように，コ系指示詞と現在が深い関連を持つ。では，それらコ系指示詞の時間表現

と「今」を含む時間表現との間には，どのような相違点が存在するのであろうか。 
 

2. 分析 
本論ではまず，「先」が「今」と共起しない理由について分析する。 

 国広(1997)では「マエ」と「サキ」の多義性を説明する際，「客観的視点」と「眺望視点」

の 2 つの視点を用いて両者の違いを説明している。「客観的視点」とは，「サキ」が過去を

表す事態である。それに対し，「眺望視点」の場合は「サキ」が未来を表し，「マエ」が過

去を表す。コ系の時間表現は「この前」が過去を表し，「この先」は未来を表す。したがっ

て，コ系時間表現は「眺望視点」を持つ。 
そしてここから，コ系絶対指示の時間表現には「方向性」が存在することを指摘できる。

また，「この先」の「先」は碓井(2002)での「先」の分類の中では「未来のサキ」に該当す

る。この構造においては「認知主体自身が参照点となるのであるから発話時点は認知主体

の位置する現在となる」として，以下のような例が挙げられている。 
 

(2) a. サキが思いやられる。 
b. おサキ真っ暗 

（碓井 2002:156） 
 
そして未来の事態を指示することが可能であるのは，先が持つ「方向性」によるという分

析がなされている。この碓井(2002)の分析からも，「この先」が方向性を持つことを裏付け 
ることができる。 
それに対し，「今から」が過去と未来双方を指示することが可能であることからわかる通り，

「今」の場合は過去と未来双方に「開かれた」語彙であり，一方向性は存在しないと考え

られる。 
 

(2) a.｛今から／*これから｝50 年前  
b.｛今から／これから｝50 年後 
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渡辺(1995)にあるように，「サキ」は「方向性を持つものの先端」を指す。「今の先」が不可

能であるのは，「今」が方向性を持たないためであると考える。また，「今の前」や「今の

後」などが使用不可能である理由も同様に，「今」には「前」や「後」を認識する際の基準

となる「方向性」が存在しないからであると考えられる。 
 
  
3. まとめと展望  
以上をまとめると，「コ系絶対指示の時間表現」と「今」の差は，また，視点による「方

向性」が存在するため，「前」や「後」，「先」といった空間語彙がコ系時間表現とは共起可

能であるのに対し，「今」にはそうした方向性が存在しないため，空間語彙とは共起不可能

であるという現象が生じる。これが本論文の結論である。また，本発表では，以上の内容

を中心として，さらに「方向性」とスキャニングなどの関連性も指摘していく。また，「こ

の瞬間」と「今の瞬間」の相違など，空間語彙以外が用いられる表現の相違点についても

可能性であれば言及する。 
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